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地域連携センターだより地域連携センターだより

泌 尿 器 科 か ら の ご 案 内

☆は女性です。

受付時間 ： 午前 8：00～午前 11：30

月 火 水 木 金 土

午前 林・森田（第1.3.5週）

大関・西岡（再診）

森田（第2.4週）

林・森田 大関・☆宮脇 林・西岡（再診）

交代制（初診）

午後 林（プルヴィクト専門外来）

完全予約制

☆宮脇（予約制）

西岡（再診）

外来診察予定表

泌尿器科 副院長

林 泰司

平素より当院へのご紹介を賜り誠にありがとうございます。

このたび当院では、前立腺がんに対する新しい核医学治療であるLu-177 PSMA放射線リガンド療法（プルヴィクト）を2026

年5月より開始いたしましたので、近隣の医療機関へご紹介させていただきます。

プルヴィクトは、放射線同位元素であるルテチウム(Lu-177)を利用した放射線医薬品です。前立腺がん細胞表面にはPSMA

（前立腺特異的膜抗原）というタンパク質が多く存在しています。プルヴィクトはPSMAと結合するリガンドと放射線を出す物質

（放射線核種：RI）を結合させた薬剤であり、体内へ投与することで、がん細胞に薬剤を取り込ませ、放射線により、がん細胞を攻

撃する治療法です。

対象となる患者さんは遠隔転移を有する去勢抵抗性前立腺がんで、これまでに新規アンドロゲン受容体シグナル阻害剤

(ARSI)の治療歴のある方（ARSI治療後にタキサン系抗がん剤治療を受けた方も対象）となります。海外の第3相試験（VISION

試験）では、非投与群に比べて有意な全生存期間の延長効果が示されています。

投与には、専用の治療室で行い、投与後は管理区域に設置された個室での隔離が必要となりますが、基本的には投与翌日には

退院が可能です。副作用に関しましては、嘔気や骨髄抑制などがありますが、基本的に大きな副作用はなく、治療期間はおおよそ

2か月です。

前立腺がんは日本人男性の罹患者数が最も多いがんであり、毎年新たに約95,000人が前立腺がんと診断されています。中

でもホルモン療法が効きにくくなる去勢抵抗性前立腺がんは、治療選択肢が限られることが課題とされてきました。そのような患

者さんにとってプルヴィクトは新たな希望となる治療です。当院は、国指定地域がん診療連携拠点病院として認定を受けており、

地域におけるがん医療の基幹病院としての役割を果たすべく、泌尿器科でもこの最新治療を導入させていただきました。

対象の患者さんにとって良い医療を提供できるよう邁進してまいる所存です。

末筆となりましたが、泉州地域の先生方には、今後とも末永くサポートをいただき、ご指導ならびにご支援を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。



和泉市立総合医療センター 地域連携センター
月～金曜日 9：00～19：00まで
土 曜 日 9：00～13：00まで
（但し祝日・年末年始の休日は除く）

TEL: 0725-41-3150 （直通）

FAX: 0725-41-2513 (直通）

休診・代診については、ホームページ（休診案内）をご確認いただくか、

地域連携センターまでお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

6月の休診・代診について

TOPIC 骨塩定量検査 の検査予約を承っております

診察・検査予約依頼書の□骨塩定量（身長： cm / 体重： ㎏）に し、身長と

体重を記入後、FAXいただければ予約票を返信させていただきます。

検査日時：月～金曜日 9：00～16：00

お好きな時間に8番地域連携センターにお越しください。

検査時間は
10分ほどで
終わります！

地域連携センター
予約受付時間

健康フェスタ 開催報告

5月17日（日）、「 2026 和泉市立総合医療センター 健康フェスタ 」を開催しました。

当日は、病院見学ツアー、医療体験、健康チェックコーナー、健康相談コーナー、医療講演会等を実施し、多くの

皆さまにご参加いただき、盛況のうちに終了しました。

開催にあたり、ご協力をいただきました関係者の皆さまに厚く御礼申し上げます。

なお、当日の様子や詳細につきましては、次号にて写真とあわせてご紹介します。
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